
007-T 奇跡のフォント 高田裕美 時事通信出版局

007-T こどもプログラミング たにぐちまこと カンゼン
081-I-1997 ドキュメント異次元緩和　（岩波新書） 西野智彦 岩波書店
081-I-1998 文化財の未来図　（岩波新書） 村上隆 岩波書店
081-I-1999 豆腐の文化史　（岩波新書） 原田信男 岩波書店
081-I-2000 耳は悩んでいる　（岩波新書） 小島博己 岩波書店
081-I-979 10代のうちに考えておきたいジェンダーの話　（岩波ジュニア新書）堀内かおる 岩波書店
141-B こどもバイアス事典 バウンド カンゼン
160-R こども世界の宗教 ライブ カンゼン
289-G わたしは反対! デビ―・リヴィ 子どもの未来社

330-B こども経済教室 バウンド カンゼン
331-B こども行動経済学 バウンド カンゼン
361-I グローバル社会における異文化コミュニケーション 池田理知子 編著 三修社
361-T 多文化共生のコミュニケーション 徳井厚子 アルク
366-N-162 特殊効果技術者になるには 小杉眞紀 ぺりかん社
367-C はじめてのフェミニズム　（ちくまプリマー新書） デボラ・キャメロン 筑摩書房
480-S 動物園を考える 佐渡友陽一 東京大学出版会

493-K 発達障害大全 黒坂真由子 日経BP
913 611-T 食料危機の未来年表　（朝日新書） 高橋五郎 朝日新聞出版
ア 726-ｽ-1 大ピンチずかん 鈴木のりたけ 小学館

726-ｽ-2 大ピンチずかん 2 鈴木のりたけ 小学館
778-A 18歳までに子どもにみせたい映画100 有坂塁 KADOKAWA
913-ｱ 噓と約束　（光文社文庫） アミの会 光文社
913-ｱ ミステリな食卓　（双葉文庫） 山前譲 編 双葉社
913-ｱ リカバリー・カバヒコ 青山美智子 光文社
913-ｲ サウンド・ポスト 岩城けい 筑摩書房
913-ｶ ともぐい 河﨑秋子 新潮社

913 913-ｶ 黄色い家 川上未映子 中央公論新社
シ 913-ｸ 東京都同情塔 九段理江 新潮社

913-ｺ 名探偵じゃなくても 小西マサテル 宝島社
913-ｼ 17歳のビオトープ 清水晴木 幻冬舎
913-ｼ ゴールデンタイムの消費期限　（角川文庫） 斜線堂有紀 KADOKAWA
913-ｽ 君を恋ふらん　（角川文庫） 末國善己 編 KADOKAWA
913-ﾀ レーエンデ国物語 多崎礼 講談社
913-ﾀ 檸檬先生　（講談社文庫） 珠川こおり 講談社
913-ﾄ-2 一線の湖 砥上裕將 講談社

913 913-ﾋ 一駅一話!山手線全30駅のショートミステリー　（宝島社文庫）柊サナカ 宝島社
タ 913-ﾎ まぼろしを織る ほしおさなえ ポプラ社

913-ﾏ 明日のフリル 松澤くれは 光文社
913-ﾐ 人間標本 湊かなえ KADOKAWA
913-ﾐ 令和ブルガリアヨーグルト 宮木あや子 KADOKAWA
933-ｳ 噓つきのための辞書 エリー・ウィリアムズ 河出書房新社
933-ｴ 少女、女、ほか バーナディン・エヴァリスト 白水社

913
ホ

珠川こおり/著　　　　　講談社

請求記号 書 名 著者名 出 版 者

　母が亡くなったことがきっかけで生きる意味を見出せない槐は、川越で染織工房を営む叔母
の家でお手伝いをして過ごしています。そこに、事故に巻き込まれて心を閉ざした大学生の従兄
弟の綸も同居することになります。ある日、槐は、言葉を発しなくなった綸が「あお」と呟いたのを
聞きます。さらに、藍染めのお手伝いをして青い糸に魅了され、次第に染織にのめりこんでいく
綸。綸が心を閉ざし、青に執着するのはなぜなのでしょう。
　染織や機織りについても詳しくなれるお話です。

　2023年度が終わります。この一年間、どのくらい本を読んだでしょう
か？皆さんに協力をお願いした朝の読書アンケートによると、全校生徒
の半数が朝の読書時間以外に読書をしないという結果が出ていまし
た。宿題や推し活などで忙しいでしょうが、本を読む時間は集中力を高
めることができますので、たまには読書時間も作ってくださいね。

立川女子高等学校図書館　　

今月の新着図書から

『リカバリー・カバヒコ』
青山美智子/著　　　　　光文社

　図書館だより　　  3月号    　　　　　　2024年3月19日

　クリーニング屋さんの側の小さな公園にあるカバの遊具。近所の人は、そのカバを「カバヒコ」
と呼んでいます。しかも、痛めたところを撫でると回復するという都市伝説があり、「リカバリー・
カバヒコ」と呼んでいる人もいます。新築分譲マンションの住人たちとカバヒコの５つの短編集が
載っています。
　本屋大賞にノミネートもされていて、とにかく優しい物語なので、心が疲れている人は、ぜひ手
に取って読んで欲しい1冊です。

ほしおさなえ/著　　　　　ポプラ社

『檸檬先生』

斜線堂有紀/著　　　　　KADOKAWA

『まぼろしを織る』

『ゴールデンタイムの消費期限』

　かつて天才児と言われ有名になったものの、今はその才能が枯渇状態の6人が、AIの力で復
活させる国家プロジェクトに集められます。AIの力を借りて、もう一度天才になるのか、または拒
否するのか。閉じ込められた施設の中で、それぞれの分野の元天才児たちが現実を突きつけら
れます。
　自分には何の才能もないと悩む人もいると思いますが、才能がある人もまた悩みがあるのです
ね。才能をまた花咲かせるのか、諦めるのか、その葛藤がみられるお話です。

　音や数字、人に色がついて見える「共感覚」を持った小学3年生の少年が、同じ共感覚を持っ
た中学生の少女檸檬先生と学校の音楽室で出会います。共感覚のせいで生きづらさを感じ、友
だちもできずに孤独だった少年に、やっとできた本音で話せる相手。少年は檸檬先生と出会った
ことで、だんだんと変わっていきます。しかし、檸檬先生のほうはさらに孤独を感じてしまいます。
　結末が最初にわかっている小説ですが、そのため余計に苦しさが感じられるので、苦手な人は
遠慮したほうが良いかもしれません。


